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＜日乗連主催＞ 

 冬期運航シンポジューム 

in 千歳 開催される 
 

本格的な冬期運航を目前に控えた2003年11月11日、新千歳空港ターミナルビル内において、

日乗連 AA（事故対策）委員会主催の冬期運航シンポジュームが開催されました。 
 

参加総数は 62 名、参加者はエアライン以外にも航空自衛隊千歳管制隊、政府専用機運航乗務

員、国土交通省新千歳空港管理事務所、測候所、札幌航空交通管制部、又マスコミからは NHK、

朝日、毎日、読売、日本経済、北海道新聞等多方面からの参加により大変熱のこもったシンポ

ジュームとなりました。 
 

講演内容は１）着氷のメカニズム、防除氷の原理、２）冬期運航事故インシデント事例研究

（ATR-72、YS-11、SAAB340）、丘珠空港にける冬期運航について、３)質疑応答等でした。参

加者からは「着氷のメカニズムが良く理解できた」「事故調査報告書の在り方について考えさ

せられた」「アンケートの紹介が参考になった」の他に「時間が短い」「配布資料を増やして

欲しい」等の意見も寄せられ、「札幌地区でも時間を増やして開催して欲しい」「次回も必ず

参加したい」と言う声が数多く寄せられました。 

日乗連 AA 委員会は安全運航に関わる取り組

みを更に強化してゆきます。 
 
シンポジュームの様子は  

翌日の日本経済新聞 朝刊と、 

NHK 朝の news で 2 回放映されました。 
 
 
＜11 月 12 日付 日本経済新聞 社会面＞ 


